
　
粉
河
産
𡈽（
う
ぶ
す
な
）神
社
は
、西
国
三
十
三

所
霊
場
で
あ
る
粉
河
寺
の
鎮
守
、粉
河
郷
の
総
社

と
し
て 

今
か
ら
約
1200
年
以
上
前
に
創
建
さ
れ
ま

し
た
。地
元
で
は
別
称
と
し
て
「
た
の
も
し
の
宮
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
風
猛
山
と
呼
ば
れ
る
荘
厳
な
森
に
囲
ま
れ
た

高
台
に
あ
り
、
凛
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ
た
境
内

は
紀
の
川
市
内
で
も
屈
指
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。

本
殿
に
は
、
フ
ル
ー
ツ
の
ま
ち 

紀
の
川
市
に
ぴ
っ

た
り
の「
農
業
の
神
様
」で
あ
る 

天
忍
穂
耳
命（
あ

め
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と
）と
、「
厄
除
け
の
神

様
」
で
あ
る
丹
生
津
比
賣
命
（
に
う
つ
ひ
め
の
み

こ
と
）
が
祀
ら
れ
、
そ
の
ご
利
益
を
も
と
め
て
遠

方
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
配
祀
神
と
し
て
、粉
河
寺
を
創
建
し
た
大
伴
孔

子
古
命（
お
お
と
も
く
し
こ
の
み
こ
と
）と
、
そ
の

息
子
大
伴
船
主
命（
お
お
と
も
ふ
な
ぬ
し
の
み
こ

と
）を
祀
っ
て
い
ま
す
。

初
詣
に
は
ぜ
ひ
、
粉
河
産
𡈽「
神
社
」と
、
粉
河

「
寺
」両
方
併
せ
て
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

（
※
お
正
月
の
三
が
日
に
は
、獅
子
舞
に
会
え
る

か
も
）

　
地
元
の
夏
の
風
物
詩

で
紀
州
三
大
祭
の
ひ
と
つ

の「
粉
河
祭
」は
、
毎
年
7

月
に
開
催
さ
れ
る
祭
礼
。

約
６
万
人
も
の
来
場
者

が
訪
れ
、
勇
壮
で
華
麗
な

伝
統
文
化
を
今
に
伝
え

ま
す
。

　
宵
祭
は
、
提
灯
を
飾
っ

た
各
町
の
だ
ん
じ
り
が
、

駅
ま
で
続
く
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト「
と
ん
ま
か
通
り
」

を
走
り
ま
す
。ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く「
灯
明
台
」と

呼
ば
れ
る
ヒ
ゲ
コ
山
車
の
美
し
さ
に
は
思
わ
ず
立

ち
止
ま
っ
て
見
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
。

　
ま
た
2
年
に
1
度
行
わ
れ
る「
渡
御
式
」（
と
ぎ

ょ
し
き
）で
は
、
馬
に
ま
た
が
っ
た
稚
児（
ち
ご
）や

裃（
か
み
し
も
）を
つ
け
た
大
行
列
が
ま
ち
な
か
を

練
り
歩
き
ま
す
。「
酷
暑
の
な
か
慣
れ
な
い
着
物
を

着
て
、
わ
ら
じ
で
歩
く
だ
け
で
も
本
当
に
大
変
で

す
が
、お
宮
参
り
や
七
五
三
を
し
た
子
供
に
再
会

で
き
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
」
と
蒲
宮
司
。

長
年
受
け
継
い
で
き
た
文
化
を
未
来
に
伝
え
る

粉
河
の
ま
ち
び
と
の
誇
り
と
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

2024年新春号 “おもしゃい”とは、“面白い”を意味する
紀の川市の方言です。

おもしゃいなおもしゃいな
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産
ま
れ
た
土
地
の

守
り
神
を
表
す

「
う
ぶ
す
な
」神
社

次
世
代
へ
つ
な
ぎ
た
い

豊
栄
の
舞（
と
よ
さ
か
の
ま
い
）

全
国
で
も
珍
し
い

女
性
宮
司
さ
ん

粉
河
祭
は

産
土、
神
社
の
祭
礼
っ
て

ご
存
知
で
す
か
？

　
お
正
月
は
、
粉
河
高
等
学
校
の
生
徒
さ
ん

に
よ
る
絵
馬
の
奉
納
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
境
内
に
あ
る
白
山
神
社
は
縁
結
び
の

神
様
を
祀
っ
て
お
り
、
神
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

白
い
糸
を
結
ぶ
と
願
い
が

成
就
す
る
と
さ
れ
、若
い
世

代
に
も
神
社
に
ふ
れ
る
機

会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
別
名「
乙
女
の
舞
」と
も
い
わ
れ
、神
さ
ま
に
対

し
て
日
々
生
き
る
喜
び
と
、豊
か
な
自
然
の
恵
み

に
感
謝
す
る
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
古
来
巫
女
は
神
の
お
告
げ
を
伝
え
る
役
割
を

果
た
し
て
き
た
と
さ
れ
、儀
式
を
つ
う
じ
て
人
々

の
深
い
祈
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。舞
は
、
毎
週
日

曜
日
13
時
か
ら
拝
殿
に
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
お
近
く
へ
お
越
し
の
場
合
は
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
不
定
休
）

五
穀
豊
穣
の
神
　
衣
食
住
の
神

粉
河
稲
荷
神
社

学
問
・
至
誠
・
厄
除
け

北
野
神
社

開
運
・
厄
除
け

日
吉
神
社

健
康
回
復
・
延
命
長
寿

多
賀
神
社

誰
に
も
言
わ
ず
に

一つ
だ
け
お
願
い

す
れ
ば
叶
う

一
言
主
神
社

家
内
安
全
・
交
通
安
全

厄
除
け
・
開
運

楠
神
社

五
社

天
の
神
・
五
穀
豊
穣
の
神

農
業
の
神

天
忍
穂
耳
命

地
の
神
・
災
い
を
祓
い
退
け

一
切
を
守
り
育
て
る
女
神

丹
生
都
比
賣
命

本
殿

境
内
の
ご
案
内

白
山
比
咩
大
神（
縁
結
び
）

白
山
神
社

護
国
神
社

熊
野
神
社

須
佐
神
社

吉
野
神
社

須
佐
之
男
命（
素
戔
嗚
尊
）

疫
病
祓
除
の
神
・
歌
道
の
祖
神

大
神
社

大
門
の
そ
ば
に
あ
る
大
楠
樹
を

祀
る
神
社

天
福
神
社

粉
河
天
福
町
の
氏
神
様

猿
田
彦
碑

方
角
の
神
・
旅
の
神

道
の
神

後ろの山は風猛山

kokawa_ubusuna

　
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
調
べ
て
い
る
う
ち
に

こ
の
仕
事
に
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
」
と
話
す 

蒲
宮
司
。大
学
在
学
中
、
知
人
の
勧
め
で
当
神
社

に
巫
女
と
し
て
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
き
っ

か
け
だ
そ
う
。前
宮
司
の
も
と
、
神
職
を
補
佐
し

務
め
を
継
続
し
な
が
ら
、令
和
５
年
４
月
に
宮
司

に
就
任
し
ま
し
た
。

　
「
神
社
の
ス
タ
ッ
フ
、
氏
子
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
り
本
当
に

助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ら
れ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

２０２４年
（令和６年）は

辰年

う
　
ぶ
　
す
　
な



紀の川市観光協会

紀の川市観光協会 Instagram
https://www.kanko-kinokawa.jp/

https://www.instagram.com/kinokawa_kankoukyoukai/

紀の川市観光協会
YouTube
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編集後記インターネットで発信中～♫
新春号は、たのもしのみやです。私
は毎年、除夜の鐘が鳴ると同時にた
のもしのみやに参拝します。地元の
神様にお参りすることを自分の中の
年始の決め事としています。今回取
材で沢山の神様が祭られていること
を知ったので、今度は丁寧に一つ一
つお参りをしようと思います。皆様も
たのもしのみやへお越し下さい。

紀の川市観光協会
facebook

紀の川市観光協会では、紀の川市への観光を促すため、
県内外へのPR活動や観光情報を発信しております。

こんな活動やってま
す！

と思う方。ぜひご一緒に！

・新商品の開発　
・特産品の販売

・ホームページ・F
aceBookで観光情

報発信

・広報紙「おもしゃい
な通信」の作成

・県内外へのPR活
動

・紀の川市観光キャ
ンペーンスタッフ

 「紀の川フルーツ娘
」のPR活動　など

たくさんの方々に紀の川市を知ってもらい、皆さんと魅力的で活気あるまちづくりをしていきたいと思い
ます。 観光に興味のある方、紀の川市をみんなで盛り上げていきたいと考えている方、職種を問わず
「紀の川市の観光をもりあげちゃろか ! !」と思っていただける方ならどんな方でも大歓迎です。 明るく元
気で活気あるまち「紀の川市」にしませんか？

ちょっと
手伝ったろか！
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紀の川市観光協会の会員ご紹介

　

募集しまーす募集しまーす

☎0736-67-6216
紀の川市桃山町元 135-1

藤桃庵 桃のしあわせ館

「一年中 桃を味わってもらいたい」という気持ちで「桃の
幸せ館」をオープンさせました。
https://www.toutouan.jp

☎090-5019-1237
紀の川市下丹生谷５５２

木村農園

大正創業の農園で、「美味しさ」を追求し、驚きと感動を提
供し続けることを理念に、各季節に紀の川市特産果物を
提供しております。 https://kimura-nouen.com

☎090-4031-1950
紀の川市上野92-14

紀州百匠隊

2001 年から毎年、米の収穫やフルーツ狩りなど体験農
業を行っています。また、日本酒やビールづくりや呑み会
等、毎回趣向を凝らしていますので、ぜひご参加ください。

いちご（まりひめ、よつぼし、きのか）、砂糖、レモ
ン果汁のみの無添加

3,300 円（箱入り／ 100g×３）　
販売：株式会社 ふるーつふぁーむわかやま

無農薬の各種ハーブを季節のフルーツと煮込
んで、爽やかな香りがするハーブ＆フルーツ
ジャムとして、パンに付けても良し。

各 600円（130g）　
販売：一般財団法人 青洲の里

無農薬のハーブ３種類のハーブティーです。お
好みのブレンドを楽しめます。その時の気分や
体調で自分にあったブレンドを見つけましょう！

1,980 円（57g）　
販売：一般財団法人 青洲の里

紀の川市のハッサクをたっぷり使用し、スパイ
スやハーブで作ったフルーツコーラ。飲みやす
さを出すため果汁を多めに配合しました。

1,200 円（200ml）　
販売：紀州百匠隊

新たな紀の川市観光協会推奨特産品をご紹介します。

絶賛発売中

紀の川ぷるぷる娘
LINEスタンプ

本誌の感想を
お願いします

広報紙「おもしゃいな通信」
へのご意見やご感想など
をぜひお聞かせください。

●QRコード

ジャム3本セット
爽やかなハーブの香りする
フルーツジャム

爽やかなレモンの香りする
ハーブティーセット

フルーツ
クラフトコーラ
〈はっさく〉

お粥がなくなり次第終了いたしますので予めご了承ください。

主催：一般社団法人紀の川フルーツ・
　　　ツーリズム

平安時代から続く
五節句の一つ。

日本の行事食「七
草粥」を食べて

一年の無病息災を
願いましょう。 ぷる博

予告

紀の川市の特産物であるフルーツにちな
んだ体験催しを市内各地で実施するフ
ルーツ博覧会「ぷる博8」を開催します。
２月初旬にはパンフレットの配布を行い
ますので、ぜひご入手ください！

令和６年
２月２５日（日）～
４月７日（日）

江戸時代に紀の川市に生まれ、全身麻酔をつくり、乳がんの摘出手術に成功し
た医聖華岡青洲の診療所兼住居「 春林軒」で、青洲の里友の会のみなさんが
炊き上げた七草粥を召し上がっていただきます。お正月で疲れた胃腸をいたわ
り、一年の無病息災の願いも込められています。

七草粥まつり
主催：青洲の里友の会・一般財団法人 青洲の里

令和６年１月７日（日）　受付 10：30～13：30
参加料　一般 200円、小中学生 100円、小学生未満無料

道の駅 青洲の里
小雨決行

NEW
OPEN

!

本誌を
ご持参の方には

ジェラート
30円引き

Web Web kishu100show

Googleform


